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八重桜 1

　

顧
問
や
32
期
か
ら
新
設
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

員
の
応
援
も
得
た
。
日
用
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
、
手
作

り
品
な
ど
、
県
内
、
関
東
、
関
西
、
仙
台
方
面
の
会
員

か
ら
善
意
の
販
売
品
が
集
ま
っ
た
。
当
日
好
天
に
恵
ま

れ
、
会
場
（
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
・
Rm.
1
6
5
・
1
6
6
）

に
は
多
く
の
お
客
さ
ま
が
集
ま
っ
た
。
格
安
の
品
々
、

手
作
り
品
、
焼
き
た
て
パ
ン
、
生
卵
な
ど
、
好
評
な
売

れ
行
き
だ
っ
た
。
バ
ザ
ー
会
場
に
は
、
C
N
D
聖
品
や

「
ア
ジ
ア
の
風
」（
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
関
係
）
の
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
賑
や
か
で
、
楽
し
い
空
気

に
包
ま
れ
た
。　

あ
か
し
や
祭

の
集
客
、
応
援
を

か
ね
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
と
共

催
で
、
初
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設

け
た
。
盆
栽
、
こ

け
し
、
生
け
花
、

布
草
履
、
戸
塚
刺

繍
、
ク
レ
イ
ク

ラ
フ
ト
、
レ
ザ
ー

バ
ッ
グ
な
ど
の

出
展
が
あ
り
、

人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。（
出

展
者
名
P.9
）

　

平
成
25
年
11
月
3
日（
日
）あ
か
し
や
祭
に
協

賛
、
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
た
。
春
3
月
幼
稚
園

新
築
工
事
が
始
ま
り
、
同
窓
会
室
（
マ
リ
ア
ン

ホ
ー
ル
4
階
）
か
ら
眼
下
に
工
事
進
捗
を
眺
め

る
日
々
が
続
く
と
、
同
窓
会
で
「
新
し
く
な
る

幼
稚
園
の
た
め
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
」
の

声
が
上
が
っ
た
。
短
大
保
育
コ
ー
ス
の
応
援
に

も
繋
が
る
の
で
は
と
の
意
見
も
出
た
。

桜
の
聖
母
学
院
幼
稚
園
　

新
園
舎
を
支
援 

（
関
連
記
事
P.5
）

新
会
長
あ
い
さ
つ

「
広
げ
よ
う
会
員
の
輪
・
和
」

会
長　

齋
藤  

良
子 

（
12
回
家
政
学
科
卒
）

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。

　

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

こ
の
度
、
会
長
と
い
う
大
役
を

引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
変

恐
縮
に
思
う
と
同
時
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
前
会
長
小

林
静
様
は
じ
め
、
役
員
の
方
々
の

御
苦
労
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
間

も
な
く
六
十
年
と
い
う
同
窓
会
の

歴
史
を
次
期
役
員
の
方
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
ま
で
、
役
員
一
同
力

を
合
わ
せ
て
運
営
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
期
は
、
会
の
目
的
で

あ
り
ま
す
「
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
」
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
会

員
の
皆
様
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一

層
強
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め 

①
運
営
検
討
委

員
会 

②
広
報
委
員
会 

③
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
と
い
う
三
つ
の
委

員
会
を
設
け
ま
し
た
。

① 

運
営
検
討
委
員
会
で
は
、
上
野

正
治
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

お
願
い
し
、
会
則
の
見
直
し
や

将
来
を
見
据
え
た
会
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

② 

広
報
委
員
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
や
会
員
に
よ
り

親
し
ま
れ
る『
八
重
桜
』の
編
集

を
心
が
け
ま
す
。

③ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
、
今

期
初
め
て
登
録
制
と
し
、
様
々

な
活
動
を
役
員
と
共
に
支
援

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

●発行／桜の聖母短期大学同窓会

〒960－8112  福島市花園町3－6
L・O 024－534－4572

（534－7137 短大事務室）
平成25年3月末現在　

卒業生総数／10,820名

　

11
月
25
日
、
学
院
長
柴
田
香
代
子
先
生
、
幼
稚

園
園
長
川
田
紀
美
子
先
生
に
来
室
い
た
だ
き
、
齋

藤
良
子
会
長
が
益
金
15
万
円
を
学
院
長
に
贈
呈
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
、
顧
問
、

役
員
は
新
園
舎
誕
生

に
お
祝
い
の
拍
手
を

送
っ
た
。（
園
長
川

田
紀
美
子
先
生
よ
り

支
援
金
の
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
P.6
）

会　　長 齋　藤　良　子（12K）
副 会 長 橋　本　宮　子（７K）
 紺　野　眞　弓（26K）
会 計 長 橘　　　琴　江（14D）
会　　計 酒　井　洋　子（18E）
監　　事 阿　部　カ　ネ（１E）
 平　田　泰　子（６E）
会計監査 岡　田　洋　子（２E）
 大　沼　ヒサ子（11K）
顧　　問 本　多　和　子（12K）
 佐々木　利　戸（14D）
 村　上　優　子（15E）
 小　林　　　静（22E）

収
益
金
を
聖
母
幼
稚
園
へ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
催

展

示

も

好

評

学
生
会「
あ
か
し
や
祭
」に
協
賛

第
8
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

第32期 同窓会役員
（任期2年）



八重桜2

＝
見
学
の
ご
案
内
＝

場
所
：
桜
の
聖
母
短
大
2
階

い
つ
で
も
ご
自
由
に
入
室
で

き
ま
す
。（
短
大
受
付
へ
）

月
〜
金

　

第
32
期
通
常
総
会
は
、
平
成
25
年
6
月
2
日
桜
の
聖
母

短
期
大
学
に
於
い
て
、
名
誉
顧
問
Sr.
柴
田
香
代
子
学
院
長
・

同
Sr.
遠
藤
静
子
学
長
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
報

『
八
重
桜
』
の
発
行
、
短
大
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

支
援
事
業
計
画
、
新
役
員
も
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
緊
急

提
案
に
よ
り
公
平
中

立
の
立
場
で
会
計
処

理
を
監
査
す
る
為
、

会
則
の
一
部
を
改
正

し
、
会
計
監
査
を
2

名
お
く
こ
と
が
可
決

さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
は
恩
師
、
旧
友

と
親
交
を
深
め
「
古
希
・
還
暦
」
の
お
祝
い
と
賑

や
か
な
ひ
と
時
と
な
っ
た
。
最
後
に
Sr
今
泉
ヒ

ナ
子
先
生
の
「
感
謝
の
祈
り
」
に
て
会
が
御
開
き

と
な
っ
た
。
こ
の
後
希
望
者
は
C
N
D
記
念
室

見
学
や
各
回
生
毎
の
ク
ラ
ス
会
に
向
か
っ
た
。

○
広
報
委
員

　

 『
八
重
桜
』編
集
協
力
者

を
若
干
名
置
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

14
D　

河
野　

順
子

22
K　

星　
　

万
弓

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

 

活
動
協
力
者
と
し
て
登

録
い
た
だ
い
た
方
々
。

６
E　

佐
々
木
久
子

６
K　

瀬
谷　

純
子

６
K　

鈴
木　

京
子

８
E　

佐
藤
満
寿
子

８
K　

阿
部　

靖
子

９
K　

三
品　

一
恵

14
E　

中
村
チ
ヨ
子

14
D　

河
野　

順
子

15
K　

加
藤　

好
枝

15
K　

岸　
　

知
子

18
K　

岩
田　

敏
子

21
D　

伊
藤　

裕
子

22
K　

星　
　

万
弓

25
E　

矢
吹　

智
子

31
E　

高
野　

由
香

第
57
回
生
委
員（
平
成
24
年
度
卒
業
）

英
語
学
科 

加
藤　

朋
栄

 

齋
藤　

麻
生

生
活
科
学
科 

福
祉
こ
ど
も
専
攻

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

加
藤　

詩
帆

 

菅
野　

里
絵

生
活
科
学
科 

福
祉
こ
ど
も
専
攻

こ
ど
も
保
育
コ
ー
ス 

近
野　

美
咲

 

佐
久
間
奈
穂

生
活
科
学
科 

食
物
栄
養
専
攻 

佐
藤　

葉
月

 

高
橋　

実
央

第
58
回
生
委
員（
平
成
25
年
度
卒
業
）

キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科 

上
村　

優
香

 

菅
野　

真
由

生
活
科
学
科　

福
祉
こ
ど
も
専
攻

こ
ど
も
保
育
コ
ー
ス 

斉
藤　

和
香

 

日
笠　
　

葵

生
活
科
学
科 

食
物
栄
養
専
攻 

菅
野　
　

楓

 

西
川　

千
尋

CND記念室

第32期 通常総会　（第4回 ホームカミングデー）　2013年6月2日　桜の聖母短期大学同窓会

同
窓
会
活
動
協
力
者

な
ご
や
か
に

第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

C
N
D
記
念
室
見
学
も

第
32
期  

通
常
総
会
終
わ
る

同窓生のひろば

コングレガシオン・ド・ノートルダム

記念室
CND Heritage Room

CND



八重桜 3

　

短
大
を
卒
業
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
は
や
51
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
夢
多
き
乙
女

だ
っ
た
私
達
も
古
希
を
迎
え
、
第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
お
祝
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
、
友
人
に
久
し
ぶ
り
に
お
あ
い
し
う
れ
し
さ
と
懐
か
し

さ
で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

岳
温
泉
櫟
平
ホ
テ
ル
で
7
回
生
ク
ラ
ス
会

を
し
ま
し
た
。
参
加
者
11
名
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
幸
せ
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
当
時

の
面
影
を
残
し
な
が
ら
上
手
に
年
を
重
ね

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
次
の
再
会
が
楽
し
み

で
す
。
71
年
の
人
生
の
中
の
2
年
間
で
は

あ
り
ま
す
が
す
て
き
な
先
生
の
も
と
で
無

心
に
学
び
友
と
語
ら
っ
た
日
々
は
宝
物

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
母
校
の
発
展
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

7
回
生　
　

佐
藤　

直
子

　

懐
か
し
い
花
園
町
に
参
り
ま
し
て
も
、
私

達
の
学
舎
と
旧
修
道
院
の
建
物
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
新
校
舎
に
一
歩
入
り
ま
す
と

母
校
の
雰
囲
気
は
そ
の
ま
ま
感
じ
ら
れ
皆
様

に
お
会
い
し
て
大
変
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
8
回
生
は
5
名
の
出
席
で
し
た
が
、
夜

の
土
湯
温
泉
に
は
合
同
で
22
名
集
ま
り
、「
お

久
し
ぶ
り
!!
」
と
言
っ
て
は
大
き
な
笑
顔
に

な
り
、
お
し
ゃ
べ
り
・
歌
・
踊
り
・
ク
イ
ズ

（
手
作
り
の
賞
品
付
）有
り
で
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
各
人
の
近
況
報
告
で
は
短

大
で
学
ん
だ
愛
の
精
神
が
し
っ
か
り
と
心
に

根
づ
い
た
誠
実
な
人
生
を
歩
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
嬉
し
い
再
会
で
し
た
。
そ
し
て
全
員
で
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」

を
唄
い
、
皆
様
の
幸
せ
を
祈
っ
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

8
回
生　
　

吉
川　

千
恵

　

還
暦
を
何
と
か
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
40
年
の
歳
月
は

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
還
暦
と
古
希
の
お
祝
い
を
母
校
で

し
て
下
さ
る
と
は
、
愛
と
奉
仕
の
精
神
が
こ
こ
に
も
あ
り
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
懐
か
し
い
先

生
方
や
先
輩
後
輩
に
見
守
ら
れ
心
温

ま
る
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
飯
坂
温
泉
に
て
ク
ラ
ス

会
を
行
い
ま
し
た
。
顔
ぶ
れ
は
い
く
ら

か
ホ
ム
カ
ミ
の
時
と
違
い
ま
し
た
が
、

E
K
D
も
な
く
40
年
の
歳
月
は
皆
を

オ
バ
タ
リ
ア
ン
と
変
身
さ
せ
、
お
腹
を

抱
え
て
笑
い
通
し
の
一
晩
で
し
た
。
10

年
後
も
元
気
で
古
希
を
迎
え
ま
し
ょ

う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

17
回
生　
　

北
目　

純
子

　

ち
ょ
う
ど
昨
年
の
今
ご
ろ
回
生
委
員

会
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
、
あ
ま
り
深
く

考
え
も
せ
ず
久
し
ぶ
り
に
母
校
の
門
を

く
ぐ
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
？
還
暦
？
誰
が
？
え
っ
私
達
な

の
？
の
調
子
で
、
あ
ま
り
積
極
的
と
は

言
え
な
い
ま
ま
い
よ
い
よ
6
月
2
日
の

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
就
職
、
結
婚
、

子
育
て
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
を
経
て
、
宿

の
宴
会
で
見
た
皆
さ
ん
は
輝
い
て
素
敵

に
見
え
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た

は
ず
。
改
め
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

で
再
会
で
き
た
喜
び
。
す
べ
て
の
出
会

い
を
と
り
も
っ
て
下
さ
っ
た
マ
リ
ア
様
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
次
の
再
会
の

為
に
健
康
で
あ
り
た
い
と
回
生
委
員
一
同
誓
い
ま
し
た
。

18
回
生　
　

小
川
マ
チ
子

同窓生のひろば

ホームカミング
デーとクラス会に参加して

卒後50年古希
祝  7・8回生 ／ 卒後40年還暦祝  17・18回生
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短期大学教育第68号（2012.5）に寄稿
学生部長  橋谷田 恵子さん

　

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス

が
、
私
た
ち
に
伝
え
た

重
要
な
こ
と
は
、「
神
は

私
た
ち
の
父
で
あ
る
。

父
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
な
さ
い
。
世
の
終
わ

り
ま
で
私
た
ち
を
守
る
神
は
聖
霊
で
あ
る
。」

で
し
た
。
私
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
ろ

う
と
も
、
そ
れ
は
死
で
終
わ
ら
な
い
と
い
う

復
活
信
仰
と
は
、こ
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
信
仰
の
力
で
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
の

後
の
二
次
災
害
で
あ
る
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
の
水
素
爆
発
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
拡

散
と
い
う
災
厄
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
な
お
希

望
を
捨
て
ず
に
こ
こ
で
生
活
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

桜
の
聖
母
短
期
大
学
の
学
生
に
は
、
短
大

の
学
び
の
中
で
、〝
自
信
〞
を
持
ち
、
自
尊
心

を
培
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
愛
と
奉
仕
の
精
神
」
の
実
践
的

学
び
を
通
し
て
も
自
尊
心
が
培
わ
れ
ま
す
。

学
内
に
は
学
生
を
育
て
て
い
る
場
が
た
く
さ

ん
あ
り
有
機
的
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
が
、
私

が
関
わ
っ
て
い
る
一
つ
に
「
人
間
学
」
の
授
業

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

「
7
つ
の
習
慣
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を
つ
か
い
「
人

間
の
生
き
方
」
と
「
自
分
が
な
り
た
い
イ
メ
ー

ジ
」
を
追
求
し
、
自
分
が
決
め
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
取
り
組
み
ま
す
。
私
は
こ
の
授
業
を
し
な

が
ら
、
毎
回
学
生
の
変
容
に
驚
き
、
感
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
一
人
の
学
生
の
、
第
5
の
習
慣

「
W
i
n

－

W
i
n
の
考
え
る
」
の
振
り
返
り
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
私
は
こ
の
人
間
学
で
〝
W
i
n

－

W
i
n
の

考
え
る
〞
と
い
う
生
き
方
を
学
ぶ
前
ま
で
は
、

相
手
よ
り
自
分
を
優
先
し
て
生
き
て
い
た
。

だ
が
、
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
自

己
中
心
的
な
生
き
方
で
は
、
真
の
人
間
関
係

は
築
け
ず
、
結
局
自
分
も
駄
目
に
な
る
。
こ

の
学
び
を
生
か
す
た
め
に
、
ま
ず
私
は
周
り

の
友
達
と
一
緒
に
勉
強
を
し
た
。
今
ま
で
は
、

一
生
懸
命
苦
労
し
て
得
た
知
識
を
人
に
教
え

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
人
に
教
え
る

こ
と
で
私
も
理
解
を
深
め
た
い
と
思
っ
た
の

で
、
相
手
に
解
る
よ
う
に
教
え
た
。
す
る
と

そ
の
友
人
は
、
真
剣
に
私
の
話
を
聴
い
て
く

れ
た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。」

　

私
は
7
年
の
間
、
中
・
高
校
生
・
短
大
生

に
自
分
育
て
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
7
つ
の
習

慣
」
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。
人
格
教
育
の
方
法

に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
ツ
ー

ル
に
出
会
っ
た
と
き
、「
こ
れ
は
優
れ
も
の
」

と
確
信
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
こ
の
授
業

が
で
き
た
こ
と
に
、
摂
理
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
考
え
と

習
慣
を
も
っ
た
学
生
の

生
き
方
の
延
長
線
上

に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
教
え
が
し
っ
か
り

根
付
い
て
い
る
こ
と
も

実
感
し
て
い
ま
す
。

行動するしかありませんでした。学生達のボランティア活動
は、震災直後から、活発に行われていました。やはり、建学
の精神「愛と奉仕の精神」が、浸透していることを感じました。
Q2：今の学生の気質はどうでしょうか？
A1：昔の卒業生の方から見れば、服装、言葉遣いなど、
気になるかもしれませんが、基本的には「素直」で「明るい」
元気な学生達です。また、「思いやり」の気持ちも持ってい
ますので、色んな場面で、周囲の人たちの気持ちを考えら
れる学生が多いと思います。
Q3：学生部長として、今取り組んでいる課題はどんなこ
とですか？

A3：やはり、震災以後さらに強く感じていることになりま
すが、「人間力」の育成が課題だと思っています。復興の担い
手としてのニーズとしても必要な条件ですが、様々な問題が
起きた時に、その問題に自分で向き合い、しっかりと考えて、
選択し行動に移すということが必要になってきます。これは
正課だけでなく、学生会やサークル活動などの課外活動等で
も力をつけることができると思っています。2年間で、学生
一人ひとりが、自分に自信を持って持てる力を発揮できるよ
うになって欲しいと願っています。そのためには、私たち教
職員が、常に学生に寄り添い必要な時にサポートできるよう
な体制を整えることが必要だと思っております。

学内ニュース

プロフィール： 桜の聖母短期大学英語科第22回卒業。卒業後、理事長・学長秘書、入試広報、
生涯学習センター等の業務を経て、平成24年4月から学生部長。

桜
の
聖
母
短
期
大
学

　

 

学
長

　遠
藤  

静
子

桜
の
聖
母
短
大
の
今

Q1：「短期大学教育」第68号に寄稿された報告「被災学生の支援と学生ボランティ
ア活動の輪」の内容についてご説明ください。
A1：この報告は、東日本大震災の時に本学が学生に対して行った支援活動の様子や、
その後学生達が行ったボランティア活動について書いています。震災当日は、家に帰
れない学生たちに炊き出しをして、学生ホールで共に不安な一夜を明かしました。今
回の震災のように、「想定外」という状況にあっては、自分達の「判断力」と「実行力」で
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平
成
25
年
9
月
、
新
園
舎
が
完
成
。

同
7
日
に
落
成
式
を
行
っ
た
。
仙
台
教

区
長 
平
賀
徹
夫
司
教
様
の
司
式
に
よ

り
新
園
舎
祝
別
で
始
ま
っ
た
。
聖
書
朗

読
、
司
教
様
の
お
話
な
ど
に
続
き
、
園

児
が
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
表
情
で
園
歌
な

ど
を
歌
っ
た
。
招
待
さ
れ
た
福
島
市
内

幼
稚
園
や
工
事
関
係
者
、
ま
た
学
院
関

係
者
ら
も
喜
び
を
共
に
し
た
。

　

新
園
舎
は
、
旧
園
舎
と
同
じ
敷
地

内
に
鉄
骨
造
り
1
階
建
て
、
床
面
積

7
8
8
・
9
5
㎡
（
旧
園
舎
の
約
1
・
9

倍
）、
建
物
内
部
の
南
側
に
1
9
5
・

2
0
㎡
の
屋
内
運
動
場
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
屋
内
運
動
場
は
三
方
ガ
ラ
ス
張

り
で
、
石
塀
が
壊
さ
れ
た
フ
ェ
ン
ス
越

し
の
道
路
か
ら
は
、
園
児
が
滑
り
台
な

ど
で
遊
ぶ
喜
々
と
し
た
様
子
が
見
え

る
。

　

式
後
、
園
内
を
見
学
し
た
参
列
者
か

ら
は
、
行
き
届
い
た
設
備
の
数
々
に
感

動
の
声
が
上
が
っ
た
。

Ⅰ　

教
育
環
境
と
施
設
の
安
全
対
策

（
1
）小
学
校
木
造
校
舎
の
建
替
工
事

（
2
）小
学
校
体
育
館
の
建
替
工
事

（
3
）小
学
校
プ
ー
ル
の
建
替
工
事

（
4
） 中
高
校
舎（
A
B
K
C
棟
）の
耐
震
補

強
工
事

（
5
）短
期
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備

Ⅱ　

各
学
校
の
適
正
規
模
へ
の
移
行

（
1
）中
高
新
コ
ー
ス
制
の
検
討

（
2
）  短
大
設
置
学
科
の
改
組
転
換
策
の
検
討

Ⅲ　

教
育
力
の
充
実
向
上

（
1
）小
学
校
教
育
力
の
向
上

（
2
） 中
高
教
科
指
導
力
の
向
上
と
進
路
指

導
力
の
向
上

（
3
）短
大
F
D
・
Ｓ
Ｄ
の
充
実

Ⅳ　

建
学
の
精
神
へ
の
理
解
深
化

（
1
） 全
学
院
及
び
各
部
門
で
の
宗
教
研
修

（
2
） 創
立
者
の
遺
志
の
伝
承
（
カ
ナ
ダ

研
修
）

　

幼
稚
園
新
園
舎
落

成
式
の
た
め
、
ご
多

忙
の
中
、
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
園
舎
の
建
て

替
え
プ
ラ
ン
は
持
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

は
か
ら
ず
も
、
旧
修
道
院
と
旧
園
舎
は
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
教
職
員
は
全
員
無
事
で
し
た
。

隣
接
し
た
小
学
校
の
教
室
を
借
り
て
再
開

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
放
射
能
の
除
染
の
た
め
、
遊

具
や
樹
木
は
撤
去
し
、
園
庭
の
除
染
を
2

回
繰
り
返
す
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
仕
事

が
多
発
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
作
り
に
お
い
て
、
現
実
的
に
教
室

は
半
減
し
、
園
庭
を
屋
内
に
作
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
能
に
よ
る
園
児

の
国
内
外
へ
の
避
難
は
い
つ
終
わ
る
か
予
想

は
出
来
ま
せ
ん
。
外
遊
び
の
出
来
な
く
な
っ

た
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運
動
力
は

目
に
見
え
て
落
ち
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
補

い
た
く
屋
内
運
動
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
戸

外
で
の
び
の
び
と
遊
べ
る
日
が
一
日
も
早
く

き
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
園
舎
は
建
築
B
O
X
オ
カ
モ
ト
と
地

元
大
丸
工
務
店
の
ご
協
力
に
よ
り
3
月
1

日
に
着
工
し
、
7
月
31
日
に
予
定
通
り
見

事
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
原
発
収
束
が

ま
ま
な
ら
ぬ
福
島
で
の
建
設
は
働
く
人
の

人
材
不
足
な
ど
沢
山
の
困
難
が
お
あ
り
に

な
っ
た
こ
と
も
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
献
身
的
に
福
島
に
幼
稚
園
が
立

つ
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感

謝
で
一
杯
で
す
。
沢
山
の
ご
苦
労
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
金
面
で
の
多
く
の
方
々
の
ご

援
助
に
つ
い
て
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
で
あ
る
故
に
、
仙

台
教
区
長
で
あ
ら
れ
る
平
賀
司
教
様
を
始

め
国
内
国
外
の
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・

修
道
会
か
ら
の
ご
援
助
、
ま
た
心
あ
る
方
々

か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尚
、

こ
れ
か
ら
国
・
県
・
市
当
局
か
ら
の
ご
援

助
も
い
た
だ
き
、
こ
の
建
物
は
多
方
面
の

方
々
の
福
島
復
興
へ
の
熱
い
思
い
の
結
晶

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

建
物
が
完
成
し
始
め
る
と
、
道
行
く
多

く
の
方
々
か
ら
「
こ
れ
は
福
島
復
興
の
希
望

の
星
で
す
ね
」
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
厚
意
に
お
答
え
す
る
た
め

に
私
ど
も
は
心
を
新
た
に
桜
の
聖
母
学
院

と
し
て
、
福
島
復
興
に
貢
献
す
る
若
者
を

こ
れ
か
ら
も
育

て
て
ゆ
き
た
い

と
念
願
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

簡
単
で
す
が

感
謝
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

学院ニュース

学
院
長

　柴
田  

香
代
子

桜
の
聖
母
学
院
幼
稚
園

　
　

 

新
園
舎
落
成
式
挨
拶（
平
成
25
年
9
月
7
日
）よ
り

挨 

拶

▲園舎の完成を祝い、歌を歌う園児
（写真：福島民友新聞社 平成25年9月8日より）

桜の聖母学院幼稚園新園舎落成
国内外カトリック関係からの支援を受けて

▲新園舎

屋
内
に
運
動
場
を
整
備
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12
年
ぶ
り
に
再
び
赴

任
し
た
そ
の
年
、
3
・

11
の
大
震
災
に
遭
い
ま

し
た
。
以
来
、
世
界
各

地
の
方
々
か
ら
ご
支
援

い
た
だ
き
、
ど
う
に
か
幼
稚
園
園
舎
の
完
成

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

過
日
、
同
窓
会
役
員
の
皆
様
か
ら
お
手
渡
し

　私が桜の聖母短大に在籍していた頃は、シスターフラ
ンセス・カーワン学長様の時で、学内にたくさんのシス
ターがいらっしゃり、少人数の丁寧な教育を受けたと感
謝しています。短大2年の終わりごろ、就職試験に何度
も落ちて失意の中にあった時、5、6人の英会話クラス
で氏家先生が、「今日のテーマは何にしましょうか」と質
問されました。すでに就職先が決まっていた友達（T銀
行、N銀行など有名な企業に合格していた）は、「将来の
夢」とか「これからチャレンジしたいこと」など、前向き
なテーマを出したのですが、将来の道が見えない私は、
「まだ、就職が決まっていないので…」などと、暗い話を
したら、氏家先生が気を利かせて「今日は、Miss Date
を励ますことにしましょう」と仰ってくださったのです。
こちらは、びっくりするやら恥ずかしいやら。ともかく、
友達は言葉を選びながら、精一杯、私への励ましの言葉
を言ってくれたのです。このような声援を受けて気を取
り直し、（次の会社は受かる見込みは全くなかったので
すが）駄目で元々という気になって受験したら、なんと、
採用していただけたのでした。
　私が周りの人からの励ましを受けて勇気を得、試験に
再チャレンジできたように、これからの私の使命は、生
徒たちに励ましの言葉をかけ、彼らがどんな困難なこと
に直面してもあきらめないでと祈り、喜びや悲しみを共
にしながら歩んでいくことであると思っています。

い
た
だ
き
ま
し
た
大
き
く
、
お
や
さ
し
い
お
心

に
教
職
員
一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
以
降
、
真
向
か
い
に
あ
る
小
学
校
一
階

を
借
用
し
、
2
年
半
不
自
由
な
園
生
活
を
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
2
学
期
か
ら
新
園
舎
で
新
た

に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
定
員
の
半
数
と

い
う
園
児
数
の
現
状
に
合
わ
せ
た
園
舎
と
な
り

ま
し
た
。
今
も
な
お
、
外
遊
び
も
ま
ま
な
ら
ず

室
内
広
場
で
ブ
ラ
ン
コ
・
す
べ
り
台
・
鉄
棒
・

砂
遊
び
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
寒
さ
に
も
負
け
ず

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
先
日
行
わ
れ
ま

し
た
七
五
三
の
お
祝
い
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
お
メ
ダ
イ
を
頂
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
嬉
し
そ
う
に
保
護
者
や
友
達
に
見
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
は
、
12
月
に
行
わ
れ
る

ク
リ
ス
マ
ス
祝
賀
式
に
向
け
て
、
聖
劇
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
わ
た
し
は
、

マ
リ
ア
様
の
役
が
い
い
な
」、「
ひ
つ
じ
さ
ん
の

役
も
、
か
わ
い
い
ね
」
と
、
子
ど
も
た
ち
は
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
園
の
為
に
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
温
か
い
ご

支
援
を
今
後
の
発
展
に
反
映
さ
せ
、
更
な
る
教

育
の
充
実
に
邁
進
い
た
し
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
上
に
マ
リ
ア
様
の
ご

加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
C
N
D
会
員
、
桜
の
聖
母
短
大
英
語
学
科
卒
）

第
32
期
通
常
総
会
の
返
信
は
が
き
の
近
況
欄
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
原
文
を
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

重
桜
の
ご
送
付
、
い
つ
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
に
脱
帽
と
感

謝
！
陰
乍
ら
益
々
の
ご
健
勝
と
発
展
を
祈
り
ま

す
。
微
力
で
す
が
看
護
の
仕
事
と
書
道
教
師
で

現
役
で
す
。
常
に
母
校
を
誇
り
に
思
い
つ
つ
、

最
後
ま
で「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
た
い
」と
願

い
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。
Sr.
今
泉
ヒ
ナ
子
先
生

は
じ
め
皆
々
様
に
ご
鳳
声
を
!!

 

（
１
K　

関
野
恵
美
子　

東
京
都
）

年
半
続
け
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
店
を

閉
め
イ
ギ
リ
ス
に
住
む
娘
の
と
こ
ろ
に

3
か
月
程
行
っ
て
参
り
ま
す
。
も
っ
と
英
語
を

し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
の
頃
で
す
が
、
発
音
だ
け
は
い
つ
も
誉
め
ら

れ
ま
す
。
お
陰
様
で
！ 

 

（
８
E　

平
山
恵
子　

熊
本
市
）

年
か
ら
自
宅
で
茶
道
を
教
え
始
め
ま
し

た
。
小
高
か
ら
の
避
難
の
人
を
含
め
て

毎
回
楽
し
く
お
稽
古
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
11
E　

矢
吹
弘
子　

福
島
市
）

災
後
、
し
い
た
け
生
産
農
家
と
し
て
原

発
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
お
り
ま

す
。
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

（
12
K　

須
藤
瑩
子　

郡
山
市
）

母
の
幼
稚
園
、
小
学
校
で
宗
教
を
教
え

て
い
ま
す
。

 

（
16
E　

江
川
幸
子　

福
島
市
）

妹
校
の
明
治
学
園
の
売
店
で
働
い
て
お

り
ま
す
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
お
客

桜
の
聖
母
学
院
幼
稚
園
園
長

　
　

 

川
田  

紀
美
子

幼
稚
園
新
園
舎

　
 

支
援
金
の
お
礼

20回英語学科卒
伊達　幸子さん（CND会員）
プロフィール
CND入会年　　1989年（初誓願）
清泉女子大学大学院　人文科学研究科卒　
平成23年4月から桜の聖母学院中高等学校長写真：卒業アルバムから

八昨聖 ８震

ああ
れ

れ

信
短

こ

姉

同窓生のひろば
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様
と
保
護
者
の
方
々
に
い
た
る
ま
で
…
デ
パ
ー

ト
の
方
々
の
苦
労
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
か
る
気
が

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
20
D　

古
山
由
美
子　

北
九
州
市
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
院
）

立
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
と

し
て
、
発
達
障
害
の
あ
る
生
徒
の
学
習

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。毎
日
が
勉
強
で
す
。

 

（
22
K　

冨
士
原
正
子　

川
口
市
）

在
は
専
業
主
婦
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

図
書
館
の
音
訳
者
や
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
の
広
報
会
員
部
に
も
籍
を
置
い
て
お

り
結
構
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
担
任
だ
っ
た
カ

レ
ン
先
生
の
近
況
を
伺
い
た
い
で
す
。

 

（
23
E　

東　

弥
生　

東
京
都
）

日
本
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
被
災
さ
れ

た
方
々
へ
の
支
援
活
動
で
、
郡
山
市
や

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
在
校
生
と
共
に
活
動
す
る
機

会
も
あ
り
そ
ん
な
時
は
何
と
な
く
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。 

（
23
K　

吉
田
紀
子　

郡
山
市
）

学
校
の
事
務
の
仕
事
の
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
事
務
で
す

の
で
、
直
接
子
ど
も
達
と
の
交
流
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち

は
」
の
元
気
な
声
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
も
う
少
し
仕
事
を
続
け
て
み
よ
う
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
24
E　

角
田
恵
美
子
）

谷
町
子
育
て
支
援
課
で
管
理
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
は
ま
り
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

 

（
27
D　

菅
原
順
子　

黒
川
郡
）

N
D
記
念
室
」
の
見
学
は
自
由
に
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
？
見
学
可
能
な
日
時

等
を「
八
重
桜
」次
号
に
て
お
知
ら
せ
頂
け
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

 

（
30
K　

小
林
千
寿
子　

横
浜
市
）

田
き
ち
先
生
と
友
人
達
と
聖
書
を
読

ん
だ
あ
の
旧
修
道
院
が
解
体
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
を
偶
然
目
に
し
た
時
は
涙
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。
震
災
直
後
4
月
に
1
人
目
の
子
が
大

学
へ
進
学
、
2
年
後
の
今
年
は
2
人
目
の
子
も

大
学
へ
…
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
生
き
て
い

る
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
で
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
時
に
学

ん
だ
聖
書
の
言
葉
と
聖
歌
で
育
児
に
励
ん
で
参

り
ま
し
た
。
旧
修
道
院
の
姿
は
い
つ
ま
で
も
私

の
心
の
中
に
あ
り
続
け
ま
す
。

 

（
30
K　

安
部
悦
子　

郡
山
市
）

リ
ー
ラ
ン
ス
の
管
理
栄
養
士
と
し
て
、

多
岐
に
わ
た
る
お
仕
事
を
頂
き
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
震
災
関
連
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
度
に
母
校
を
思
い
ま
す
。
自
分
に
何

が
出
来
る
の
か
…
考
え
る
こ
と
を
止
め
ず
小
さ

な
行
動
を
お
こ
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

（
31
D　

古
谷
千
早　

横
浜
市
）

の
聖
母
幼
・
小
・
短
大
で
学
ん
だ
英
語

を
い
か
し
、
こ
ど
も
英
会
話
の
講
師
と

な
っ
て
6
年
に
な
り
ま
す
。「
英
語
学
科
」と
い

う
名
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
寂
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
が
、〝
生
き
た
英
語
を
使
い
こ
な

し
〞
と
い
う
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
な
り
、
ま
す
ま
す
活
気
あ
る
素
敵
な
女
性

が
社
会
に
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

（
35
E　

菅
野
貴
江　

大
崎
市
）

育
て
し
な
が
ら
寿
司
店
の
女
将
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

（
36
D　

熊
田
純
子　

須
賀
川
市
）

、
訪
ね
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
？
」
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
、

2
0
1
0
年
の
夏
、
旧
修
道
院
の
階
段
に
飾

ら
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
の
絵
画
に
会
い
に
行
き

ま
し
た
。
シ
ス
タ
ー
が
建
物
内
を
詳
し
く
案
内

し
て
く
だ
さ
り
、
在
学
中
は
知
ら
な
か
っ
た
修

道
院
と
聖
母
の
歴
史
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
2
0
1
2
年
の
夏
に
も
再
訪
し
、
父

と
私
、
10
歳
の
長
女
の
3
人
で
、
マ
リ
ア
像
と

共
に
記
念
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

（
37
K　

福
本
史
恵　

鳥
取
市
）

物
栄
養
科
を
卒
業
後
、
地
元
市
内
病
院

に
て
栄
養
士
歴
18
年
と
な
り
ま
し
た
。

3
人
の
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
仕
事
と
両
立
!?
し

て
お
り
ま
す
。

 

（
38
D　

橋
本
明
美　

二
本
松
市
）

在
、
3
才
6
ヶ
月
の
娘
を
保
育
所
へ
預

け
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

桜
の
聖
母
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
、
郡
山
に
も

開
設
さ
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。時
間
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
利
用
し
た
い
で
す
。

 

（
39
E　

酒
井
悦
子　

郡
山
市
）

人
の
子
を
持
つ
母
と
し
て
、
仕
事
を
持

つ
妻
と
し
て
、
日
々
忙
し
く
し
て
お
り

ま
す
。
第
2
の
ふ
る
さ
と
・
福
島
に
少
し
で
も

多
く
の
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
。
い
つ

も
応
援
し
て
い
ま
す
。

 

（
39
E　

信
濃
恵
美
子　

角
田
市
）

相
馬
市
役
所
で
広
報
担
当
し
て
い
ま

す
。
聖
母
の
後
輩
た
ち
が
『
道
の
駅
み

な
み
そ
う
ま
』
で
移
動
文
化
祭
を
行
っ
た
時
、

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
片
手
に
取
材
し
ま
し
た
。
沢

山
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

 

（
41
D　

渡
辺
悦
子　

南
相
馬
市
）

様
ご
き
げ
ん
よ
う
。
今
私
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
き
な
が
ら
1
才
の
男
の
子
を

育
て
て
い
ま
す
。
驚
き
と
感
動
の
日
々
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
息
子
に
い
つ
も
元
気
を
も

ら
っ
た
り
、癒
さ
れ
た
り
♡
そ
ん
な
毎
日
で
す
。

 

（
44
D　

和
田
沙
織　

須
賀
川
市
）

0
0
9
年
に
息
子
が
生
ま
れ
、
保
育
園

に
入
れ
て
仕
事
は
続
け
て
い
ま
す
。仕
事
、

育
児
、
家
事
と
毎
日
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
す
。 （
45
L　

脇
坂
麻
衣
子　

福
島
市
）

職
し
て
10
年
目
、
主
婦
業
と
の
両
立
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

（
47
L　

佐
々
木
香
奈
子　

福
島
市
）

年
い
っ
ぱ
い
、
キ
リ
ス
ト
教
の
学
生
の

為
の
宣
教
師
と
し
て
の
働
き
を
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
し
て
い
ま
す
。

 

（
49
E　

菊
地
恵
実　

母
代
筆
）

ず
和
の
郷
」（
☆
念
願
の
直
営
☆
）
で
栄

養
士
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
始
め
て
の

管
理
を
受
験
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
不
合

格
で
し
た
。
来
年
も
頑
張
っ
て
受
け
ま
す
。
※

施
設
で
栄
養
士
、
調
理
員
が
不
足
で
誰
か
紹
介

お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
49
D　

宮
崎
晃
子　

福
島
市
）

イ
ー
ツ
デ
コ
の
作
品
を
作
り
、
展
示
、

販
売
を
し
て
活
動
中
。

 

（
50
E　

本
間
麻
実　

福
島
市
）

知
県
春
日
井
市
に
あ
る
中
部
大
学
に
編

入
し
、
25
年
度
に
4
年
生
に
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
の
オ
ハ
イ
オ
大
学
大

学
院
入
学
へ
向
け
て
毎
日
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。 

（
52
E　

籏
野
彩
華　

名
古
屋
市
）

業
し
て
今
年
で
6
年
目
。
保
育
士
も
6

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
笑
っ
て
い

ま
す
!! 

（
52
C
H　

紺
野
美
夏　

伊
達
市
）

中

フ

Ｃ
「

み
「

現富

桜

南

２今

現

白

公東

子

３皆

就

食

今
「

ス愛卒

同窓生のひろば
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月
25
日
に
筑
波
大
学
社
会
・
国
際
学
群

社
会
学
類
を
無
事
に
卒
業
し
、
晴
れ
て

4
月
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
短
大
卒
業
後

2
年
間
浪
人
し
て
編
入
し
た
私
で
す
が
、
聖
母

で
の
日
々
は
今
で
も
活
き
て
い
ま
す
。
聖
母
卒

業
生
と
し
て
胸
を
張
っ
て
今
後
も
頑
張
り
ま

す
。 

（
53
E　

鈴
木
愛
恵　

つ
く
ば
市
）

は
名
古
屋
の
大
学
の
図
書
館
で
働
い
て

い
ま
す
。
英
語
力
を
生
か
し
て
時
々
海

外
に
も
旅
行
し
た
り
と
今
の
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
す
。

 

（
54
E　

伊
藤
美
穂　

母
代
筆　

郡
山
市
）

年
福
島
大
学
を
卒
業
し
ま
す
。
そ
し
て

4
〜
8
月
は
U
S
A
で
語
学
研
修
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
10
月
か
ら
2
年
間
は

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
グ
ァ
テ
マ
ラ
へ
行

く
予
定
で
す
。
世
界
を
楽
し
ん
で
き
ま
す
。

 

（
55
E　

猪
本
恵
美　

福
島
市
）

元
の
薬
局
で
医
療
事
務
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

 

（
55
E　

鈴
木
梨
沙　

西
白
河
郡
）

年
前
の
3
・
11
卒
業
式
の
予
行
中
に
大

震
災
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
郡
山
の
孫
2
人
は
山
形
へ
避
難
し
て
お

り
ま
す
。
聖
母
で
過
ご
し
た
2
年
間
は
珠
玉
の

よ
う
な
日
々
で
し
た
。
現
在
も
月
に
2
回
、
聖

母
の
図
書
館
に
行
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。 （
55
E　

渡
辺
恵
子　

郡
山
市
）

田
保
育
所
で
、
1
、
2
歳
児
ク
ラ
ス
15

名
の
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。

 

（
55
C
H　

椎
根
李
佳　

福
島
市
）

城
県
角
田
市
の
枝
野
児
童
ク
ラ
ブ
に
勤

務
し
て
2
年
目
で
す
。
1
年
生
4
人
、

3
年
生
5
人
、
4
年
生
1
人
の
児
童
た
ち
と
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
56
C
F　

齋
藤　

忍　

角
田
市
）

日
本
大
震
災
か
ら
2
年
、
福
島
の
皆
様

如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
は

心
不
全
で
入
院
し
ま
し
た
が
、
一
年
が
経
ち
今

は
元
気
で
過
ご
し
て
居
り
、
又
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

 
（
１
K　

斎
藤
信
子　

柏
市
）

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
民
生
委
員
活
動
な

ど
で
得
た
素
晴
ら
し
い
友
人
の
大
切
さ

を
し
み
じ
み
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
11
月
、

52
年
間
連
れ
添
っ
た
夫
を
亡
く
し
、
ま
だ
無
我

夢
中
の
状
態
で
す
が
、
こ
の
活
動
は
夫
の
理
解

と
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
出
来
た
と
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。 （
１
K　

集
貝
美
枝　

幸
手
市
）

き
な
テ
ニ
ス
と
水
彩
画
を
ま
だ
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
遂
に
下
手
な

ま
ま
で
す
。

 

（
２
E　

鈴
木
眞
理
子　

東
京
都
）

よ
い
よ
後
期
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
年
齢

に
な
り
驚
い
て
お
り
ま
す
。
で
も
心
と

身
体
は
元
気
元
気
で
、
毎
日
公
民
館
に
出
か
け

て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
コ
ー
ラ
ス
、
オ
カ
リ

ナ
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
２
K　

中
西
と
も
子　

市
川
市
）

重
の
桜
で
会
津
弁
を
聞
き
、
小
さ
い
頃

母
の
実
家
に
行
っ
た
事
を
な
つ
か
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
４
K　

小
田
友
子　

東
京
都
）

い
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
沢
山
の
外
国
の
方
々
を
お
引
受

け
し
、
そ
の
方
々
に
日
本
語
を
教
え
た
り
し
て

忙
し
く
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
卒
業

し
た
現
在
も
家
の
中
の
雑
事
に
お
わ
れ
忙
し
く

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
４
E　

半
沢
佐
代
子　

い
わ
き
市
）

病
息
災
の
状
態
で
す
。
で
も
口
は
元
気

で
、
5
年
く
ら
い
水
戸
市
の
偕
楽
園
や

弘
道
館
の
英
語
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お

り
ま
す
。
来
年
か
ら
は
日
本
語
の
方
も
し
よ
う

と
今
研
修
中
で
そ
の
間
は
病
気
の
事
を
忘
れ
て

い
ら
れ
ま
す
。
古
稀
祝
い
の
時
は
必
ず
出
席
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
11
E　

三
輪
民
子　

水
戸
市
）

日
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
よ
う
に

な
り
今
年
で
11
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

や
さ
し
い
日
本
語
で
話
す
こ
と
に
心
が
け
る

日
々
が
続
き
、
漢
字
の
熟
語
が
な
か
な
か
思
い

出
せ
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

 

（
12
E　

磯
谷
喜
代
子　

柏
市
）

日
修
道
院
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
も
う

何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
で
も
、

私
の
心
の
中
に
は
、ま
だ
修
道
院
が
健
在
で
す
。

ご
き
げ
ん
よ
う
。

 

（
13
K　

長
谷
部
俊
子　

須
賀
川
市
）

念
室
を
設
置
」
の
記
事
を
読
み
、
次
の

帰
省
の
時
に
は
ぜ
ひ
伺
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
2
年
前
の
震
災
後
の
夏
、
30
年

ぶ
り
に
短
大
の
校
内
に
入
っ
た
時
は
、
少
し
寂

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
記
念
室
を
み
れ
ば

嬉
し
く
な
る
か
も
…
？
楽
し
み
で
す
。

 

（
14
E　

酒
井
美
子　

上
尾
市
）

射
線
量
が
比
較
的
高
い
地
域
に
住
み
、

孫
達
の
事
を
心
配
し
な
が
ら
の
日
々
で

す
。
し
か
し
、
前
進
し
な
け
れ
ば
よ
り
よ
い
結

果
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
一
歩
一
歩
し
っ

か
り
歩
ん
で
い
ま
す
。除
染
に
期
待
し
な
が
ら
。

 

（
14
E　

中
村
チ
ヨ
子　

福
島
市
）

当
に
60
才
を
過
ぎ
る
と
心
身
共
に
ガ
タ

ガ
タ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
人
数

の
英
語
塾
も
約
30
年
が
た
ち
ま
し
た
。
仕
事
に

支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
れ
も
聖
母
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

3
才
の
孫
に
夢
中
で
す
。

 

（
15
E　

磯
部
な
な
子　

京
都
市
）

も
母
も
亡
く
な
り
、
震
災
後
、
竹
屋
旅

館
も
取
り
壊
さ
れ
て
帰
る
実
家
が
無
く

な
り
ま
し
た
。（
17
K 

芝
垣
弘
子　

南
足
柄
市
）

い
も
か
け
な
い
3
・
11
に
よ
る
旧
修
道

院
の
解
体
は
本
当
に
悲
し
い
も
の
で
し

た
。
し
か
し
短
大
2
階
に「
記
念
室
」を
設
置
し

た
と
の
お
知
ら
せ
。
良
か
っ
た
と
思
う
と
と
も

に
訪
れ
て
み
た
い
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
23
E　

染
宮
千
美　

鹿
沼
市
）

業
し
て
か
ら
月
日
は
経
ち
ま
し
た
が
、

音
信
不
通
だ
っ
た
リ
ト
ル
と
偶
然
に
再

会
し
、
ま
た
お
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

友
人
と
時
々
連
絡
を
取
っ
て
近
況
を
報
告
し
合

い
、
そ
の
時
ば
か
り
は
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
ま
す
。

 

（
28
D　

渡
部
の
り
子　

郡
山
市
）

野

東

一

放思 父

先

好

八

娘

宮

長

本卒

在

ボい

今

記
「

２ 地 ３

同窓生のひろば
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「
コ
ー
ヒ
ー
」
の
芳
醇
な
香
り
に
誘
わ

れ
ご
来
店
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
少
し
は
「
お
も
て
な
し
」

が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

　

来
年
も
開
催

の
予
定
で
す
の

で
、
是
非
学
生

時
代
に
戻
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
、

思
い
出
話
に
、

花
が
咲
き
ま
す

よ
う
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

14
E 　

中
村
チ
ヨ
子

　

あ
か
し
や
祭
の
参
加
は
卒
業
以
来

の
こ
と
で
し
た
。
準
備
の
日
か
ら
45

年
前
の
自
分
に
戻
り
、
会
員
、
学
生

の
皆
さ
ん
と
共
に
張
り
切
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
強
く
印
象
に
残
り
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
、
学
生
の
方
々
に
「
心

の
ゆ
と
り
」
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
周
囲
の
状
況
を
見
て
判
断
し
行

動
す
る
心
。
そ
の
心
を
育
て
る
教
育

が
絶
え
る
こ
と
な
く
脈
々
と
流
れ
て

い
る
事
を
確
信
し
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
私
自
身
こ
れ
か
ら
も
「
今
、
自

分
に
何
が
で
き
る
か
。」
を
心
に
留
め

て
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

◎ 

毎
年
人
気
の
贈
答
品
や
日
用
品
、
手
作

り
パ
ン
や
菓
子
等
は
販
売
個
数
等
を
制

限
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
購
入
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

◎ 

展
示
会
場
や
喫
茶
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」
は

会
場
が
わ
か
り
易
く
目
立
つ
よ
う
に
し

て
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

※ 

協
賛
し
て
も
良
い
品
を
お
持
ち
の
方
は

是
非
同
窓
会

事
務
局
へ
搬

入
下
さ
い
。

　

12
月
2
日
午
後
、
天
気
が
よ
か
っ
た
の
で

短
大
正
面
玄
関
脇
に
て
4
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
て
4
鉢
の
植
え
替
え
作
業
を
し

ま
し
た
。
寒
さ
に
強
い
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ

ン
、
バ
ラ
咲
き
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
ア
リ
ッ
サ
ム

な
ど
赤
、
黄
、
白
、
ピ
ン
ク
と
色
ど
り
よ
く

植
え
ま
し
た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
入
口
と

学
生
通
用
門
を
通
っ

た
時
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
今
回
鉢
皿
を

用
意
し
た
の
で
室
内

に
置
く
こ
と
が
で
き
、

寒
い
日
で
も
安
心
で

す
。
春
ま
で
き
れ
い

に
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

　

平
成
25
年
11
月
9
日（
土
）に
花
園
町
修
道

院
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
道
院
長
Sr.
笠
原

節
子
先
生
と
Sr.
今
泉

ヒ
ナ
子
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、〝
出
会

い
〞
に
つ
い
て
昔
を

振
り
返
っ
て
自
分
を

見
つ
め
直
す
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
有
意
義
な
一

日
で
し
た
。

【
予
告
】 
第
9
回 

い
こ
い
の
広
場
予
定

日

時
：
平
成
26
年
6
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後

会

場
：
花
園
町
修
道
院

リ
ー
ダ
ー
：
Sr
笠
原
節
子
先
生

テ
ー
マ
：
未
定

会

費
：
1
0
0
0
円（
当
日
）

※ 

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
E　

佐
々
木
久
子

　

六
魂
祭
の
真
っ
只
中
、
私
達
6
回
生
19
名
は

野
地
温
泉
に
向
か
い
、
同
級
生
の
遠
藤
静
子
さ

ん
が
学
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
帰
天
さ
れ
た
恩
師
・
同
級
生
の
物
故
者

に
お
祈
り
し
、
近
況
報
告
を
し
ま
し
た
。
翌
日

は
会
津
若
松
ま
で
足
を
延
ば
し
会
津
人
の
魂
に

ふ
れ
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

母
校
は
〝
愛
と
奉
仕

の
精
神
〞
を
モ
ッ

ト
ー
に
学
長
の
元

で
本
物
の
教
育
を

受
け
て
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
な

が
ら
再
会
を
約
束

し
ま
し
た
。

二
本
松
支
部
だ
よ
り

仲
よ
く 

楽
し
く 

元
気
よ
く

２
E　

岡
田　

洋
子

　

平
成
23
年
に
う
ぶ
声
を
あ
げ
て
、
細
々
と

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
ど
お
り

に
、
仲
よ
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
久
能
さ
ん
の
お
店
は
、

会
員
同
士
の
連
絡
の
拠
点
で
、
必
要
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
集
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題

は
、
新
会
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

Sr.
マ
ル
ガ
リ
タ
山
口
満
子
様

平
成
25
年
10
月
19
日
誓
願
宣
立
50
周
年

「
こ
れ
か
ら
も
、
主
の
人
と
な
ら
れ
た
御

言
葉
を
知
る
こ
と
、愛
す
る
こ
と
を
人
々

に
伝
え
た
い
と
望
み
ま
す
。」

ー
誓
願
宣
立
50
周
年
感
謝
ミ
サ
誓
願
更

新
よ
り
ー

グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
再
会
を
願
っ
て
」

バ
ザ
ー
に
参
加
し
て

第
8
回 

い
こ
い
の
広
場

来
年
の
開
催
に
む
け
て

喫
茶「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」

盆
栽 

事
務
長
・
セ
ン
タ
ー
長　

遠
藤　

修
司

「
み
ち
の
く
こ
け
し
た
ち
」

 

12
K　

本
多　

和
子

戸
塚
刺
繍 

８
K　

赤
沼
久
美
子

小
物 

８
K　

阿
部　

靖
子

布
草
履 

８
E　

佐
藤
満
寿
子

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト 

14
D　

佐
藤　

雅
子

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト 

14
D　

佐
々
木
利
戸

レ
ザ
ー
バ
ッ
グ 

18
K　

岩
田　

敏
子

生
け
花 

７
K　

橋
本　

宮
子

※ 

赤
沼
久
美
子
さ
ん
の
戸
塚
刺
繍
、
作
品
名

「
八
重
桜
」は
本
学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
販
売
品
」

手
作
り
パ
ン 

15
E　

村
上　

優
子

手
作
り
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

 

21
D　

伊
藤　

裕
子

生
卵 

８
K　

三
品　

一
恵

あ か し や 祭

祝

同窓生のひろば

「
展
示
作
品
」 

（
敬
称
略
）
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毎
年
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」。
大
震
災
後
は
大
き
な
社
会

的
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
定
員
の
3
倍
以

上
の
申
し
込
み
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

今
回
は
こ
の
講
座
の
後
に
生
ま
れ
た

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

1
． 「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
」を
立
ち

上
げ
た
経
過　

　

傾
聴
養
成
講
座
の
1
期
養
成
講
座
が
終
わ

る
と
同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
赴
き
た
い

と
い
う
希
望
の
声
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
時
を

同
じ
く
し
て
、
ひ
と
つ
の
社
会
福
祉
法
人

の
施
設
か
ら
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
要
請
が
あ

り
、
そ
れ
が
核

に
な
っ
て
活
動

を
始
め
、
2
期

養
成
講
座
終
了

時
に
「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
く

ら
」
と
銘
打
っ
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
3
期

講
座
終
了
時
に
も
希
望
を
募
り
、
今
で
も
次

第
に
人
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
4
期

講
座
終
了
ま
で
に
受
講
生
数
3
4
2
名
（
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
コ
ー
ス
も
含
む
）
の
う
ち
傾
聴

の
認
定
者
数
1
3
8
名
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
母
体
と
な
る
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
く
ら
」
に
登
録
者
数
が
60
名
と
な

り
ま
し
た
。

2
．
活
動
内
容

　

社
会
福
祉
法
人
「
な
ご
み
の
郷
」（
福
島

市
大
平
寺
）
に
は
月
に
1
回
（
第
2
日
曜
日
）

現
在
20
名
く
ら
い
、
医
療
法
人
「
生
愛
会
」

（
福
島
市
大
笹
生
）
に
は
月
に
1
回
（
第
4

水
曜
日
）
4
名
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
飯
舘
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
交

流
事
業
の
お
茶
の
み
会
に
は
10
数
名
で
参

加
。
常
設
傾
聴
コ
ー
ナ
ー
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
（
第
2
、
4
木
曜
日
）
各
10
数
名

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
個
人

的
な
活
動
と
し
て
仮
設
住
宅
訪
問
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

3
．
傾
聴
の
実
践
と
今
後

　

回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
顔
を
覚
え
ら
れ
、

に
っ
こ
り
と
微
笑
ま
れ
る
時
が
最
高
の
喜
び

を
感
じ
ま
す
。
ま
た「
あ
な
た
た
ち
が
来
て
く

れ
る
の
で
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」と
い
う

お
言
葉
も
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

困
難
だ
っ
た
こ
と
は
、
話
の
き
っ
か

け
探
し
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
作
り
と

し
て
、
歌
、
昔
の
遊
び
、
あ
や
と
り
、

お
手
玉
、
小
さ
な
手
品
な
ど
取
得
す
る

た
め
に
、
4
月
か
ら
講
座
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
に
も
傾

聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

「
認
知
症
を
知
る
」
た
め
の
講
座
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
独
居
の
方
の
訪
問
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
し
て
、
傾
聴
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
実
習
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
入

り
口
で
「
お
も
て
な
し
」
の
気
分
で
講
師
の

菊
地
節
子
先
生
（
17
D
） 

と
学
生
が
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
で
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
採
用
者

　

相
澤
恵
美
子　

准
教
授　

食
物
栄
養

　

堺　
　

秋
彦　

准
教
授　

こ
ど
も
保
育

　

柴
田
千
賀
子　

講
師　
　

こ
ど
も
保
育

　

川
井　

一
枝　

准
教
授　

キ
ャ
リ
ア
教
養

　

小
林　

祐
子　

事
務
職　

入
試
部

　

高
橋　

望
美　

事
務
職　

実
験
実
習
助
手
業
務

平
成
24
年
度
退
職
者

　

宍
戸　

良
子　

助
教　
　

こ
ど
も
保
育

　

相
澤
恵
美
子　

准
教
授　

食
物
栄
養

　
平
成
25
年
度
採
用
者

　

後
藤　
　

真　

准
教
授　

キ
ャ
リ
ア
教
養

　

藤
平
明
彦
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

講
師　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
リ
ア
教
養

　

千
葉　

あ
や　

助
教　
　

キ
ャ
リ
ア
教
養

　

菊
地　

節
子　

講
師　
　

食
物
栄
養

　

石
井　

美
和　

講
師　
　

こ
ど
も
保
育

　

赤
井　

英
恵　

事
務
職　

実
験
実
習
助
手
業
務

　
『
八
重
桜
』等
の
同
窓
会
発
送
文
書
の
戻
り
が

年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
所
・
氏
名
等
変

更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
尚
、
同
窓
会
終
身
会
費
未
納
の

方
に
は
払
込
取
扱
票
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

事務局スタッフです。
よろしくお願いいたします。
猪又陽子・羽二生厚子（21D）

Sr.
熱
海  

紀
子

立
ち
上
が
っ
た「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
」

桜の聖母生涯学習センターコーナー

傾聴スキルアップのためのロールプレイ中

４
K 

角
田
惠
美
子
さ
ん 

26
・
１
・
29

10
K 

吉
田　

礼
子
さ
ん 

23
・
4
・
7

17
D 

佐
藤　

邦
子
さ
ん（
菊
池
） 

21
・
1
・

20
E 

川
崎　

敏
子
さ
ん（
矢
内
） 

18
・
11
・
25

21
E 

重
富　

智
子
さ
ん（
橋
本
） 

25
・
8
・
21

27
K 

草
野　

紀
子
さ
ん 

24
・
3
・
20

38
E 

島
貫　

美
和
さ
ん（
坂
内
） 

20
・
2

51
E 

小
國
奈
穂
子
さ
ん 

23
・
3
・
11

シ
ス
タ
ー　

澤　

妙
先
生（
C
N
D
） 　

2
0
1
3
年
7
月
23
日　

ご
帰
天　

87
歳

明
治
学
園
理
事
長
・
桜
の
聖
母
学
院
幼
稚
園
園
長
・
小
学
校
校
長　

歴
任

栗
原　

キ
ミ
先
生

2
0
1
3
年
9
月
20
日　

ご
逝
去　

92
歳

桜
の
聖
母
短
期
大
学
家
政
学
科
専
任
講
師

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

訃
報

編集：「八重桜」編集委員会　　印刷：タカラ印刷株式会社

同窓会事務局
桜の聖母短期大学同窓会 （月・水／9：00～16：00）
TEL・FAX 024－534－4572　Mail ssjc-dousoukai@cb.wakwak.com　URL http://www.sakuranoseibo.jp/

お ら知 せ
事務局より

　

梅
香
る
な
か
、
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
第
1
回
生
60

名
余
り
を
含
む
第
58
回
卒
業
生
1
4
0
余
名
が
母
校

を
巣
立
つ
。
若
人
の
人
生
に
幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　

3
・
11
か
ら
早
3
年
。
昨
秋
聖
母
幼
稚
園
新
園
舎
が

落
成
、
学
院
は
復
興
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
短

大
、
学
院
で
は
、
さ
ら
な
る
教
育
の
充
実
、
環
境
整
備

を
は
か
っ
て
い
る
。
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
寄
稿
の
数
々
に
感
謝
し
つ
つ
、『
八

重
桜
』第
36
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
き
げ
ん
よ
う

学
内
人
事
異
動

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

編
集
後
記

お問い合せ先／TEL 024－535－2531


